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内容の要旨および審査の結果の要旨
アルッハイマー型痴呆（dementiaofA1zheimertype,DAT）の脳波学的研究の多くは視察的評
価によるものであり，とくに睡眠期の脳波の定量的計測を試みたものはほとんどない。本研究では，ＤＡ
Ｔにおける覚醒期およびREM睡眠期の脳波を定量的に解析するとともに，コリン作動性薬物であるレシ
チンおよびフィゾスチグミンの併用投与の脳波および認知機能に及ぼす影響も検討した。
対象は，ＤＡＴ７例（男性１例，女性６例；平均59.0歳，５４～66歳）であり，痴呆の重症度評価
(FunctionalAssessmentStagingofAlzheimer'sDisease，FAST）では，軽度２例ｂ中等度
５例である。正常対照群は年齢と性を照合させた９例（男性１例，女性８例；平均58.9歳，５２～69歳）で
ある。全例にポリソムノグラフィ検査を施行し，覚醒期およびREM睡眠期の右中心部導出脳波に対して，
シグナルプロセッサー7T-18Aを用いて高速フーリエ変換法による脳波パワースペクトル解析を行った。
また，DAT群には，レシチンおよびフィゾスチグミン平均305日間併用経口投与の脳波および認知機能
テスト（長谷川式簡易知的機能評価スケール，ミニ・メンタルステー卜・テスト，ウエクスラー記銘カテ
スト）に及ぼす影響も検討した。得られた結果は以下のごとく要約される。
１．覚醒期において，DAT群では正常対照群と比較して，６帯域および６１帯域のパワー率の有意な増
加とα１帯域のパワー率の有意な減少を認めた。
２．ＲＥＭ睡眠期でも，DAT群では正常対照群と比較して，６帯域のパワー率の有意な増加およびα１帯
域のパワー率の有意な減少を認め，ＲＥＭ睡眠期でも徐波の増加が認められた。
３．正常対照群では，脳波パワースペクトルは覚醒期とＲＥＭ睡眠期では，明らかに異なったパターンを
示したが，DAT群では両期間の差異は少なかった。DAT群の覚醒期の脳波パワースペクトルは，正常
対照群のＲＥＭ睡眠期のパターンに類似していた。
４．DAT群の覚醒期において，認知機能テストスコアに対して，６帯域のパワー率が負の相関を，速波
帯域（α１帯域あるいはα2帯域)のパワー率が正の相関を示した｡REM睡眠期でも，同様の相関が
認められた。
５．DAT群に対するコリン作動性薬物の投与前後の比較では，覚醒期およびREM睡眠期で７例中５例に
脳波の速波化傾向を認め，これらの症例においては認知機能テストのうち２つ以上で若干の
改善を認めた。
以上より，DAT群では大脳皮質の活動レベルが，正常対照群に比較して覚醒期およびREM睡眠期のい
ずれにおいても有意に低下しており，DAT群の覚醒期の活動レベルは，正常対照群のＲＥＭ睡眠期とほぼ
同程度のレベルであると類推された。また，覚醒期およびREM睡眠期において，徐波帯域のパワー率の
増加および速波帯域のパワー率の減少が痴呆の重症度と相関することが明らかになった。
以上，本研究は，DAT患者脳波の定量分析を試み，その認知機能，重症度との相関，コリン作動性薬
物の賦活効果などを明らかにしたものであり，老年精神医学ならびに臨床脳波学に寄与する有意義な論文
と評価された。
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